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「第４回SPring-8夏の学校」は７月10日（土）～

13日（火）の３泊４日の日程で、全国から33名の大学

院生および学部生等の参加を得て、放射光普及棟お

よびSPring-8蓄積リング棟を会場として開校されま

した。この夏の学校は、（財）高輝度光科学研究セン

ター（JASRI）と姫路工業大学大学院理学研究科

（当時）の共催で2001年に第１回を開催して、今年で

４回目となります。今年の４月に姫路工業大学が兵

庫県立大学に統合された関係で、夏の学校の運営組

織が、JASRIと兵庫県立大学大学院物質理学研究

科・生命理学研究科の共催と変わりましたが、校長

には（財）高輝度光科学研究センター理事長の吉良爽

先生、副校長には兵庫県立大学物質理学研究科長の

川村春樹先生にお願いしました。実行委員会は、

JASRIおよび兵庫県立大学大学院の物質理学研究

科・生命理学研究科と連携大学院に所属する（独）理

化学研究所播磨研究所および日本原子力研究所関西

研究所のスタッフで構成され、夏の学校の運営を行

いました。

この夏の学校の開校目的は、「将来の放射光利用

研究者の発掘と育成」であり、大学院生と学部４年

生を対象としています。当初は、手探りの状態で始

めたということもあって、募集人数は20名程度、４

本のビームラインを実習に使って２泊３日の日程で

開校しました。参加希望者が多く、参加を断らなけ

ればいけなかったため、前回からは募集人数を50名

として10本のビームラインを使い３泊４日の日程で

開催しております。

今回の夏の学校では、SPring-8利用実験の特徴と

有効性について具体例を挙げて講義する応用講座に

関して、学生の理解が深まるように実習を行った後

で講義が聴けるようにスケジュールを組みました。

このため、参加者は初日に基礎講座を４講、２日目

と３日目に２テーマの実習を行い、４日目に夏の学

校のまとめとして４つの応用講座を受講できること

になりました。講義題目と講師は以下の通りです。

４つの基礎講座、「SPring-8について、概要説明」原

雅弘（JASRI）、「放射光の発生」橋本　智（兵庫県

立大高度研）、「挿入光源」田中隆次（理研播磨研）、

「ビームライン」後藤俊治（JASRI）、また４つの応

用講座、「放射光粉末法による結晶構造解析」高田昌

樹（JASRI）、「蛋白質結晶構造解析」柴田直樹（兵

庫県立大院生命）、「軟Ｘ線分光」下條竜夫（兵庫県

立大院物質）、「放射光蛍光Ｘ線分析」中井　泉（東

京理科大理）を開講しました。実習は、当初10テー

マを計画しましたが、予定していた装置の故障等で

８テーマで実行することになりました。実習テーマ

と使用したビームラインおよび担当者は以下の通り
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です。「粉末結晶構造解析（BL02B2）」加藤健一

（JASRI）、「高温高圧物性（BL04B1）」舟越賢一

（JASRI）、「軟X線磁気円二色性分光（MCD）

（BL23SU）」岡根哲夫（原研関西研）、「微小領域高

精度回折（BL24XU）」津坂佳幸（兵庫県立大院物質）、

「タンパク質Ｘ線結晶構造解析（BL38B1）」長谷川

和也（JASRI）、「タンパク質分子の電子密度の観察

（BL44B2）」内藤久志（理研播磨研）、「白色X線回折

（BL28B2）」今井康彦（JASRI）、「赤外物性（BL43IR）」

森脇太郎（JASRI）。

参加者は、講義とともに実習を十分に楽しんだよ

うです。実習担当者の言を借りると、「はじめに予

定していた実習内容を変更して追加するくらい、非

常に興味を持って取り組んでいたように思う」「実

習中に説明を熱心に聞いてくれましたし、色々と質

問もしてくれました。関連分野の学生もそうでない

学生も、興味を持って実習に取り組んでもらえたと

思います」「興味を持って真剣に取り組んでいた。

実験室と放射光の性能の違いを体験できたと思う」

など、参加者の真剣な様子がうかがえました。

夏の学校参加者にはアンケートに答えてもらいま

した。参加者の実習を行った感想は、「基礎的なブ

ラッグの式により、ここまで最先端の実験結果が得

られるとは、目から鱗が落ちる思いだった」「今ま

での平板法に比べて非常に微量でできて感動しまし

た」「非常に楽しくできてとても有意義でした」な

ど、実習担当者の苦労が報われるものが多くありま

した。また、夏の学校全体の印象としては、「様々

な放射光を知り、多くの人と知り合えたことが良か

った」「利用研究の活発さを改めて感じました」な

どの感想があり、また「参加してとても良かった。

SPring-8について知れたことや、夏の学校を通して

多くの友達ができた。自分にとってとてもプラスに

なった。また必ず研究を行いにきます！」といった

うれしい感想もあり、吉良校長の開校の挨拶にもあ

った「夏の学校では、放射光の勉強とともに良い仲

間を見つけてほしい」との言葉を実践してくれたよ

うであります。

今回の夏の学校では、参加希望者数が予想より少

なく、また応募の時期が例年に比べて遅いことが気

になりました。参加者の募集は、ホームページ、ポ

スター配布、学会誌への広告、利用者懇談会会員等

へのメールなどを利用して行いましたが、大学院生

や学部生への周知が十分でなかったものと思われ、

今後の課題と思われました。

最後に、講義および実習を担当して下さった先生

方、夏の学校を開校するにあたりご協力頂いた（財）高

輝度光科学研究センター、（独）理化学研究所播磨研

究所、日本原子力研究所関西研究所放射光科学研究

センター、兵庫県立大学高度産業科学技術研究所、

（財）ひょうご科学技術協会の関係者の皆様に厚くお

礼申し上げます。また、夏の学校の事務局として奮

闘されたJASRI事務局担当者に感謝致します。
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